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般
労
働
組
合
の
成
立
過
程

|

|

廿

y
ド

y
・
ド
ッ
ク
・
エ
ト
ラ
イ
キ
(
一
八
八
九
年
)
を
中
心
に
し
て
|
|
i

前

}II 

嘉

イ
ギ
リ
丸
心
労
働
組
合
組
織
を
類
型
化
し
て
考
え
る
場
合
、
職
能
別
(
Q
S
F
)
、
産
業
別

(
E
E
E
E
)、

に
分
け
る
白
が
一
般
的
に
左
っ
て
い
る
。
労
働
組
合
組
織
は
資
本
主
義
の
発
展
に
照
応
し
て
、
す
左
わ
ち
、
産
業
資
本
期
に
治
け
る
支

一
般
(
間

go円
払
)
の
三
つ

回
的
形
怒
と
し
て
白
職
能
別
組
合
か
ら
、
独
占
資
本
期
に
対
応
し
た
産
業
別
組
合
へ
発
展
す
る
。
そ
の
転
形
過
程
に
あ
っ
て
、
己
の
両

者
白
組
合
組
織
を
補
足
し
、
且
つ
、
過
渡
的
な
も
の
と
L
て
ぞ
は
た
く
て
、
現
在
陀
お
い

τも
、
そ
れ
自
体
有
力
な
相
対
的
独
自
性
を
も

一
般
労
働
組
合
(
の
自
由

ι
F
L
g臼
司
己
自
)
白
存
在
価
値
は
十
分
注
目
に
値
い
す
る
も
白
で
あ
る
。

つ
も
の
と
し
亡
、

一
般
労
働
組

合
は
、
職
能
別
組
合
が
職
能
に
、
産
業
別
組
合
が
産
業
に
も
と
ず
い
て
組
織
し
て
い
る
D
に
対
し
、

ζ

れ
ら
職
能
、
産
業
に
も
と
ず
か

ず
、
広
汎
な
諸
職
業
の
、
主
と
し
て
未
熟
練
労
働
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
組
織
で
あ
る
。

人
同
心
形
成
は
ど
の
よ
う
に
そ
れ
と
関
わ
り
あ
う
の
か
。

も
と
よ
り
一
般
労
働
組
合
の
組
織
化
も
資
本
制
生
産
白
発
展
過
程
と
の
関
連
の
上
に
理
解
さ
れ
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

一
般
労
働
組
合
成
立
の
諸
条
件
は
ど
白
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
。
成
立
当
初
の

一
般
労
働
組

一
般
労
働
担
合
白
成
立
過
程

第
七
十
九
巻

四

第
一
号

四



一
般
労
働
組
合
目
成
立
過
程

第
七
十
九
巻

P可
四

第

号

四
四

一
般
労
働
組
合
の
性
格
士
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
こ
れ

b
u
点
を
な
に
ほ
ど
か
明
か
に
し
た
い
。

一
般
労
働
組
合
む
代
表
的
な
も
り
は
運
輸
・
一
般
労
働
組
合
と
一
般
都
市
労
働
者
組
合
て
あ
り
、
何
れ
も

第
一
次
大
戦
後
合
同
に
よ
っ
て
結
成
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
主
義
の
一
般
的
危
機
の
段
階
に
b
H
て
、
資
本
主
義
諸

周
知
白
と
お
り
、
現
在
、

固
に
お
け
る
生
産
設
備
白
慢
性
的
過
剰
、

一
方
に
hs
け
る
就
業
労
働
者
の
労
働
能
率
の
増
大
、
己
れ
に
起
因
す
る
生
産
的
労
働
者
白
絶

対
的
減
少
、
熟
練
労
働
者
白
特
権
喪
失
、
特
に
慢
性
的
大
衆
失
業
の
存
在
を
背
景
に
し
て
組
合
組
織
佑
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
己
の

段
階
に
お
け
る
一
般
労
働
組
合
の
形
成
は
、
既
存
一
般
労
働
組
合
を
中
核
と
し
℃
D
合
同
に
よ
る
も
の
♂
あ
っ
て
、

一
般
労
働
者
組
織

の
戦
線
整
備
・
強
化
が
実
質
的
内
容
ゼ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

か
白
ぼ
っ

τ考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
モ
れ
故
「
そ
れ
ら
組
合
の
全
史
は
『
新
組
合
主
義
』

(
Z
O当
句
包
。
E
m
E
)
由
時
期
に
ま
で
遡
フ

て
た
ど
ら
な
け
れ
ば
な
b
た
い
」
。
「
「
判
明
組
合
主
義
」
が
一
般
労
働
誇
組
合
白
結
成
へ
導
い
た
」
と
論
じ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

一
般
労
働
組
合
の
成
立
は
、
当
時
既
存
白
一
般
労
働
組
合
の
成
立
に
さ

右
ぜ
ゅ
な

b
、
運
輸
・
一
般
労
働
組
合
の
前
身
「
ド
ッ
ク
・
波
止
場
・
河
岸
お
よ
び
一
般
労
働
者
組
合
」

(HZ
ロ
c
島
・
ヨ
宮
H
F
E〈
OH白

自
身
笹
口
同

C
S
O
B
-
当
日
]
仰
向
札
口
己
目
。
臣
)
、
一
般
都
市
労
働
者
組
合
の
前
身
「
会
国
万
ス
労
働
者
お
よ
び
一
般
労
働
者
組
合
L

(
円

7
0

5
5
E戸
間
E
S
え
の
民
一
2
2
H呂
田
一
宮
品
。
g
q
H
F
K
E
E
O
E
色

CHOP一同国
E
Kロ
宮
島
町

ocpe、
何
れ
も
が
一
八
八
九
年
に
相

前
後
し

τ成
立
を
み
た
か
ら
で
あ
る
。
も
と
よ
り
一
般
組
合
は
、
す
ゼ
に
一
八
=
一

0
年
代
に
成
立
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
己
れ
は
全

く
一
時
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
に
こ
で
は
旧
組
合
主
義
後
白
新
組
合
主
義
白
一
環
と
し
て
成
立
し
た
一
般
労
働
組
合
を
と
り

あ
げ
た
い
。
そ
し
て
「
ド
ッ
ク
・
波
止
場
・
河
岸
お
よ
び
一
般
労
働
者
組
合
」
の
成
立
過
程
と
い
う
具
体
的
事
例
に
も
と
ず
い
て
、

般
組
合
成
立
に
つ
い
て
臼
前
述
の
課
題
を
解
明
し
よ
う
と
思
う
。

「F
y

グ
・
波
止
場
・
河
岸
沿
よ
び
一
般
労
働
者
組
合
」
成
立
白
過
程
は
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ン
ド
ン
・
ド
y

ク
・
ス
ト
ラ
イ
キ
(
一
八



八
九
年
)
の
過
程
て
形
成
さ
れ
た
故
に
ス
ト
ラ
イ
キ
モ
白
も
の
を
明
か
に
し
社
け
れ
ぽ
在
ら
た
い
。
己
の
ロ

Y
ド

y
・
大
λ

ト
ラ
イ
干
の

イ
ギ

F
ス
労
働
組
合
運
勤
に
治
け
る
地
位
は
極
め
て
重
要
で
あ
っ
て
、
視
角
を
異
に
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
チ
ャ

1

チ
ズ
ム
(
の
官

HCB
宮
0
2
E
g
h
)

に
比
肩
し
、
あ
る
い
は
一
八
三
四
年
全
国
組
合
大
連
合

(の
]
E
U白
眉
己
E
ロ

ιの。ロ
S
U白
BFO且

叶
目
白
g
-
d
E。
ロ
)
に
、
あ
る
い
は
一
八
五
一
年
の
合
問
機
械
工
組
合

し
て
考
え

b
れ
て
い
る
ち
何
れ
に
お
い
て
も
、
争
議
直
後

ω
商
務
局
報
告

ω
評
価

1
「
イ
ギ
リ
λ
史
に
あ
っ
て
殆
ん
ど
比
較
す
る
も

の
白
な
い
労
働
運
動
」
ー
を
否
定
す
る
ど
己
る
か
、
モ

ω
上
に
立
つ
も
白
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
己
白
イ
ギ
リ
λ

労
働
組
合
史
に
お

(
官
己
問
L
B
E丘
団
。
乱
立
可
。
同
開
口
問
凶
器
O
E
)
白
結
成
に
対
比

い
て
「
転
換
点
」
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
ド
ッ
グ
・
ス
ト
ラ
イ
キ
を
明
確
に
す
る
己
と

κよ
ヮ
て
、

一
般
労
働
組
合
の
成
立
を
明
か
に

し
よ
う
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、

ロ
Y
ド

y
・
F
ァ
グ
・
ス
ト
ラ
イ
キ
世
、

一
般
労
働
組
合
成
立
と
い
う
視
角
に
豆
点
を
お
い
て
考
察

す
る
己
と
に
し
た
い
。

註

ω
口
E
Q
の内
L
E
m
-
-
t
o
d口
町
田
叶
《

L
4・
(Hems-MMHCω
・

ω
現
在
、
一
般
組
合
白
金
イ
ギ
P
ス
労
働
組
合
に
占
め
る
比
率
低
次
の
よ
ろ
に
な
る
。

一
九
五
一
年
世
働
組
合
員
数
(
単
位
千
人
)

男

子

女

子

計

一

般

組

合

一

、

人

三

七

三

一

O

一
一
、
一
四
七

(
二
三
・
八
%
)
(
一
七
・
四
%
)
(
二
二
・
六
%
)

総

組

合

員

数

七

、

七

O
五

て

七

廿

四

九

、

四

入

。

(
口
・
巴
出
田
町
Q
W・
〉
回
目
庁

S
E
n
d
E凶

E
4白
骨
司
E
。ロ
Z
F
F
Y呂田
-
H
頃
輸
E
f

な
お
、
一
九
五
二
年
度
労
働
組
合
金
議

(
T
・
U
・
c
・
)
に
あ
ヲ
て
二
一
大
一
般
組
合

(4日
目
官
民
自
己
ロ
E
o
E
J
F同
-
n
o
n
-
d
E
2
5
5
z

nmH百
回
皆
目
。
自
回
E

S
島
区
臣
民
喝
己
唱
a
W
O
R
C
M
F
5
F
E
o
E
r
a
y
M勺
m
∞2
・
5
吋

V
U
E
E内
凶
切
)
は
八

O
二
万
票
白
ろ
ち
一
一

O
九
・
三
万
票
、

す
な
わ
ち
四
分
一
以
上
を
掌
握
し
て
い
る
。
(
の
り
出
目
白
色
9

0
唱
巳
了
間
ν
h
u
↓・)。

一
般
労
働
組
合
日
成
立
過
程

第
占
十
九
巻

四
五

第

号

四
五



一
般
労
働
組
合
り
成
立
過
程

第
七
十
九
巻

四
六

第

号

凹
ノ、

ゆ
一
般
労
働
組
合
に
ワ
い
一
九
フ
ラ
ン

r
I
ス
は
「
職
曲
に
も
、
産
業
に
も
も
と
ず
〈
り
で
は
な
〈
て
広
汎
な
荷
職
業
に
わ
た
る
十
分
巾
広
い
労
働

組
合
組
臓
を
い
う
」
と
規
定
し

(
K
E
-
-
μ
E
R
F
叶
E
O
C
E
F
司
・
芯
)
、
ロ
ー
ル
は
「
あ
る
産
業
油
至
広
汎
な
諸
産
業
白
未
熟
練
労
酎
者
を

加
入
せ
し
む
」
も

D
K
規
定
し
て
い
る
(
ロ
・
口
・
出
・
口
。
】

9
4
2斤-唱・∞旬、

ω
運
輸
・
一
般
労
働
組
合
り
結
成
は
一
九
二

O
年
八
月
一
八
日
各
組
合
代
表
者
会
議
で
音
問
が
論
議
さ
れ
、
何
年
十
二
月
一
日
、
十
九
組
合
代
表
者

合
議
で
合
同
投
票
に
つ
い
て
白
討
議
を
経
て
、
一
九
一
ご
年
五
月
十
一
日
、
十
四
組
合
が
合
同
し
、
一
九
二
二
年
一
月
一
日
を
以
て
新
組
合
が
舜
足

L
て
い
る

(
H
E
4
c
E
符

F
E
E
d
4
0
r
z
.
ロ
E
F
E
当
。

P

E己
叩
吾

W
E
F
H
H
F
E
W
E
F
)

一
般
都
柑
労
働
者
組
骨
は
一
九
二
四
年
、
三
主
要
組
合

|
|
4
Z
E
g
p己
巴
目

E
品
目
白
5
E
君
。

p
g
)
ガ
ス
労
働
者
和
上
び
一
般
労
働
者
組

合
の
後
一
身
)
・
け

y
o
E
E
Z
a
F害
百

九

旨

8
0
5
9
L『

F
E
E
]
〉
E
K
E己
且
口

E
E
。
ご
L
E
m
-
-
z
u阿
白
結
果
結
成
さ
れ
た

(同

Z
Z
E。
足
司

E自
a
p
B
E
E
L
回
目

E
官
】
君
。
骨

a
w
F
4
4
E
F
唱
-F)。

同
制

k
-
o
p
E
E骨
a・
4
E
4
勺目∞。

同

W
H
J
E
S
g
m
w
口
2
3
H
当
。
同
百
九
四

P
5
4・
n
F
b
p

M
W

「ガ
λ

労
働
者
お
上
び
一
般
労
働
者
組
合
)
は
一
八

λ
九
年
コ
一
月
一
一
十
一
日
成
立
し
て
い
る
。
「
ド
フ
ク
・
披
止
場
・
問
岸
お
よ
び
一
般
労
働
者

組
骨
」
申
結
成
に
ワ
い
て
は
草
稿
に
お
い
て
述
べ
る
。

間
開

D
E
H
m
m
-
E
P
E
S
O
4
(
H
Eペ
IC340宮
E
P
E
E
d
は
「
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
白
全
盛
時
代
以
来
、
重
要
望
に
お
い
て
、
関
心
の
度
に
お
い
て
、

私
は
一
八
八
九
年
四
大
ス
ト
ラ
イ
キ
陀
比
肩
さ
れ
る
運
動
は
み
た
と
と
が
な
い
」
と
述
べ

(FRHE
問。

c
m
E
4
4
E
F
$
0ロ九日

4
E
E
E
m
E目
F

H
g
c
i
z
z・噌
-g)、

p
r
出
。
号
♂
の
吉
岡
開
。
叶
且
の
も
ま
ま
た
乙
れ
を
支
持
し
て
い
る
(
-
〉

-
F
冨
日
吉
且
白
色
白

gHmo-Hピ
0・
Jコ
属
国

p
g
r

r
E
E同
旨

S
E
E
R
呂
F
h
'
E
F
)

コ
ー
ル
は
ご

λ
λ
九
年
な
い
し
そ
白
項
目
賞
働
組
合
運
動
は
、
一
八
三
四
年
白
崩
壊
以
来
始
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
肉
体
労
働
者
に
門
戸
を
聞

い
た
運
動
に
な
っ
た
と
い
う
白
は
正
し
い
」
と
い
い
、
(
日
・
巴
・
出
口
。

F
占

gr
匂
・
日
伊
三
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
は
「
合
同
機
械
工
組
合
D
結
成
が

前
白
時
期
比
剥
け
る
転
換
点
と
な
り
?
と
同
じ
よ
う
に
、
一
八
八
九
年
昭
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
労
働
者
巴
ス

F
フ
イ
キ
白
成
功
は
こ
由
組
合
発
展
白

眉
面
に
と
ヲ
て
一
つ
の
信
号
、
一
つ
の
一
前
兆
と
な
づ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

(
b
E
目
白
骨

F
4
2
r
句
巨
」
。

川
問
問

4
E
E
Fゆ
民
同
国
内
何
回
目
色
回
目

]
2
0
3
a
H∞∞
P
S
F
m
F
P目
当
局
同
白
書
日
吉
邑
白
骨
吉

FO
国
E
a
a
H
B骨ヨ
]
V

∞・



一
八
八
九
年
八
月
十
三
日
か
ら
九
月
十
四
日
に
わ
た
る
ロ
ン
F

Y

・
ド
リ
ク
・
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
当
時
、

F
ッ
ク
労
働
者
の
大
部
分
の

も
白
が
未
熟
練
労
働
者
と
し
て
未
組
織
者
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
全
然
予
想
さ
れ
た
か
っ
た
事
件
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
『
自
然
発
生
的
ス

「
全
く
新
奇
在
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
。
予
測
を
く
つ
が
え
す
も
の
」
で
あ
っ
た
。
自
然
発
生
的
性
格
の
ま
因
は
直

ト
ラ
イ
キ
』
と
し
て
、

接
的
社
問
題
よ
り
も
、
む
し
ろ
長
期
に
わ
た
る
ド
ッ
ク
労
働
者
の
労
働
生
活
の
貧
困
の
蓄
積
に
あ
る
と
み
な

η
れ
ば
た

b
た
い
。
ド
ッ

ク
労
働
者
の
依
拠
す
る
ロ

Y
F
Y
港
湾
地
区
は
「
貧
困
の
ど
ぷ
池
』
と
称
せ

b
れ
、
そ
の
仕
事
は
「
巨
大
な
戸
外
救
負
制
串
佐
て
あ
り
、

そ
の
労
働
者
白
生
活
は
仕
事
を
得
た
場
合
は
漸
く
生
さ
え
ら
れ
る
だ
け
の
、
仕
事
の
左
い
場
合
は
半
犯
罪
人
階
層
と
し
て
の
も
の
で
あ

り
、
い
か
に
低
い
か
は
チ
ャ
ル
九
・
プ

l
凡
白
調
査
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ド
ッ
グ
労
働
者
生
活

ω窮
迫
化

ω
原
因
は
ど
己
に
求

め
る
べ
き
で
あ
る
か
。

F
ッ
タ
・
ス
ト
ラ
イ
キ
を
通
じ
て
一
般
組
合
白
成
立
過

程
を
考
え
る
前
提
と
し
て
、
ド
ッ
グ
労
働
の
問
題
点
を
明
確
化
し
て
治
く
必
要

が
あ
ろ
う
。

そ
の
第
一
は
雇
備
の
不
規
則
性
て
あ
り
、
第
二
は
雇
傭
の
劣
悪
条
件
(
刊
の
君
。
ー

旦
百
四
回
可
吾
w
目
)
、
第
三
は
低
賃
金
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
雇
傭
心
不
規
則
性

の
実
態
は
プ
l
ス
の
調
高
(
一
八
人
八
年
)
に
よ
っ
て
概
観
す
れ
ば
ド
表

ω
ょ
う

て
あ
る
。

雇
傭
が
不
規
別
で
あ
る
も
の
は
全
体
の
ほ
ぼ
三
分
ご
を
示
し
て
W
る
。
こ
り

一
般
労
働
組
合
。
成
立
過
程

West and East India Docks 第
七
十
九
巻

818 regu1arly emloyed 

Avcragc 1，311 irregulo.rly employcd 
幻豆百

London and St. Katherine Docks 

1，070 regular1y employed 

Average 2，200 icregularly employed 
正270

四
七

第
一
号

Millwall Docks 

Contractors' penn叩 entstaff of labour 
.300 

......500 

800 
Irregu1ar1y employed 

凹

七



一
般
労
働
組
合
由
成
立
過
程

第
七
十
九
巻

四
ノ又

第

号

四
八

雇
傭
の
不
規
則
性
は
、
ド
ッ
グ
労
働
白
う
け
る
白
仲
間
的
制
札
上
り
も
主
と
し
℃
経
済
的
条
件
に
も
と
ず
く
も
白
て
あ
る
。
「
ロ

γ
F
Y
-

F
ッ
グ
は
競
争
産
業
の
儀
牲
て
あ
る
]
と
論
断
す
る
ピ
ア
ト
リ

l
月
・
ウ
エ
ア
プ
の
報
告
胃
頭
の
一
指
摘
は
王
し
い
。
十
九
世
紀
前
半

の
ド
ッ
グ
会
社
の
特
権
的
経
済
地
位
は
、
前
記

EEHロ
日
古
(
一
八
六
八
年
)
の
最
新
設
備
を
伴
う
創
設
、
ス
エ
ズ
運
河
の
開
通

(
一
八
六
九
年
)
に
よ
る
他
港
の
勃
興
を
契
機
に
崩
壊
し
、
競
争
の
激
化
と
な
る
。
資
本
間
の
競
争
は
一
方
に
一
お
い
て
ド
γ

ク
会
社
白
合

同
を
生
ぜ
し
め
る
と
同
時
に
他
方
に
お
い
て
、
労
働
者
闘
の
競
争
に
転
嫁
せ
し
め

b
れ
た
。
す
た
わ
ち
、
利
潤
確
保
の
た
め
り
企
業
の

合
理
化
は
過
剰
労
働
力
士
排
除
し
、
他
産
業
か
ら
排
出
司
れ
る
過
剰
労
働
力
と
合
し
て
渚
大
志
「
臨
時
労
働
者
の
産
業
予
備
軍
』
を
形

成
し
、
か
か
る
大
童
の
労
働
力
供
給
源
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
労
働
者
同
の
競
争
を
激
化
さ
伊
、
規
則
的
雇
傭
を
不

規
則
に
、
す
た
わ
ち
、
常
傭
労
働
主
日
傭
労
働
に
転
化
せ
し
め
、
且
つ
賃
金
た
ら
び
に
モ
の
他
労
働
諸
条
件
の
低
劣
化
を
は
か
っ
た
の

で
あ
る
む
か
か
る
傾
向
は
交
通
機
関
の
改
革
、
す
在
わ
ち
、
帆
船
か

b
汽
船
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
。
そ
れ
は
自
然
的
制
約

を
二
義
的
な
も
の
に
し

τ、
む
し
ろ
投
下
資
本
心
回
転
の
た
め
に
F
ッ
グ
労
働
の
時
間
短
縮
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
来
的
に
不

規
則
性
を
も
っ

τい
た
F
y
グ
労
働
を
さ
ら
に
一
層
不
規
則
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
資
本
蓄
積
の
絶
対
的

法
則
』
は
ロ

Y
F
Y
・
ド
ッ
ク
労
働
に
貫
徹
し
、
就
役
労
働
者
陀
対
比
し
て
大
量
の
、
窮
乏
化
し
た
常
備
的
過
剰
人
口
の
存
在
が
み

b

れ
た
。
と
の
一
般
ド
ッ
ク
労
働
者
は
、
ま
さ
し
く
、
相
対
的
過
剰
人
口
の
第
三
部
類
た
る
停
滞
的
過
剰
人
口
て
あ
り
「
現
役
労
働
者
軍

の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
就
業
は
金
〈
不
規
則
て
あ
る
。
か
く
し
て
モ
れ
は
、
資
本
陀
対
し
、
自
由
に
し
う
る
労
働

力
の
汲
め
ど
も
っ
き
ぬ
貯
蔵
所
を
提
供
す
る
。
彼
等
の
生
活
状
態
は
労
働
階
級
の
平
均
的
な
標
準
的
邦
準
以
下
に
低
下
す
る
の
て
あ
っ

τ、
他
な
ら
ぬ
己
と
の
こ
と
は
、
彼
等
を
し
て
資
本
の
独
自
的
搾
取
部
門
の
広
汎
な
基
礎
た
ら
し
め
る
」
も
の
と
み
な
け
れ
ば
た
ら
右

νミ。
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ω
k
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国

民

F
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拐
同
戸
叶
国
民

o
q
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凶
器
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叫
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呂
田
凶
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C-u-
同

-
p
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国
品
目
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a
p
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間
凶

F
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M
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VE唱
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国
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E
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自
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宮
自
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向
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q
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F
o
ロ
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E
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円

E
F
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君
司
)
・
司
民
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照
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ω
〉

】
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E
出
口
胃
、
。
匂

opf
】

v
g
塩
田
庄
兵
衛
訳
四
四
ペ
ー
ジ
u

同
州

Q
E
H
S
F
Q
F・
F
F
H弘
『
宮
E
E
F
O
司

2
1
0
E
r
a
s
-
出
E
m
a
E
-
F
5
4
P
(
E
B
)目
切
目
。

ω
g
n
ュ2
国主
Y
4
'
O
H
F・
-4・
ghHa

切
ド
ッ
グ
労
働
位
大
別
し
て
次
の
三
ワ
に
分
類
で
き
る
。

ω
F
O
E
S
P問
。
附

4
E
m
p・

ω
F
O
耳
目
。

r
E日
尚
昆

F
S同
ロ
百
円
何
回
仲
間

同

四

時

vo-o邑
自
問
。

Z且
S
E
E
s
b
m臣
官
・

そ
り
労
働
者
白
種
類
も
多
様
で
あ
る
が
、
主
な
も
白
を
あ
げ
れ
ば
次
回
止
う
に
な
る
。

ω
a
o
d
E。
ぉ
・
船
舶
に
貨
物
を
づ
む
と
い
う
仕
事
白
性
格
か
ら
特
別

O
判
断
、
熟
練
を
必
要
と
し
た
。

ω
回目
v
g
S
F
S
R
E
E・
二
七
年
の
修
練
期
を
必
要
と
す
る
熟
練
工
。

ω

E
じ

G
F
P
S
F
E己
旬
。
号
同

ω
国
自

B
-
m
n
p句。
F
m
r
fず
E
o
F
目
指

Boa-
げ晶
E
V
E
Z
F
m
y
H
3品
宮
・
帯
。

伺
荷
揚
、
倉
庫
白
仕
事
は
す
べ
て
不
鼎
練
労
働
者
@

同
開

9
2吉
岡
宮
吾
、
。

u
n
F
田
w
H
F
呂

開

8
2。E
O
E
D
ド
タ
ク
仕
官

E
Z
S
B
Z
F
E
V
O判
官
口
。
件
以
(
一

λ
O五
年
創
設
三

F
0
5
u
w
昼
間
E

E
佐

宮

官

、

F
O
E
-
a

当
も
り
宮

E
(
一
人
六
八
年
創
設
)
旧
三
つ
で
あ
る
。

M
W

出
口
2
岳
山
吉
田

E
F
自
己
〈
目
白

E
E
Z
g
Y
唱
-RHCMM
品
・
著
者
は
経
済
的
変
動
よ

P
も
季
節
的
変
動
、
風
、
潮
目
変
佑

F
よ
る
労
働
白
不

規
則
他
に
重
点
E
布
い
て
い
る
か
り
主
う
で
あ
る
が
、
乙
れ
は
妥
当
で
な
い
。

回
開

S
E
E
国
S
同町、

4
・

2
・唱

-
E・

ω

不
規
則
な
労
働
に
従
事
す
る
一
般
ド
ッ
グ
骨
働
者
数
は
、
目
己
2
目
上
院
番
員
告
白
報
告
阻
よ
れ
ぽ
、
・
一
万
ξ
算
定
さ
れ
(
同

4
a
S
F。
号
vwo

一
般
労
働
組
合
の
成
立
過
程

第
七
十
九
巻

四

i 九

第
一
号

四
プL



一
般
労
働
組
合
の
成
立
過
程

第
七
十
九
巻

主

O 

第
一
号

互王

O 

自
主
吉

E
E
a
z
s・
5

2
人
数
字

1
2調
査
部
主
に
主
る
人
数
と
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
千
一
万
五
千
人
主
算
定
し
て

い
る
場
合
も
あ
る

(
C
目。
E
巴
百
E
E
E宙
C
H
F
o
Y目
抗
。
。
旨
EFEZ-

九

p
a
E計

M
M
b
H
H∞
富
田
E

F
白
血
回
目
y
。MM・
2
f
M
M
H
8・
)
乙
由
う

ち
雇
傭
さ
れ
る
り
は
平
均
二
千
人
、
約
三
分
一
に
ナ
ぎ
な
い

F
Q
E
Z
F
o
吾
、
唱
-
E
F
句回目・)

例
不
規
則
性
は
就
労
り
樺
舎
な
ら
び
に
就
労
し
た
場
合
町
一
労
働
時
間
白
二
重
白
意
味
に
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

凶
マ
ル
ク
ス
・
資
本
論
、
長
谷
都
訳
第
一
巻
第
四
分
冊
二
ハ
一
ニ
ベ
'
ジ
。

こ
の
よ
う
に
、
一
般
的
に
不
規
則
な
F
V
F
労
働
者
は
、
就
労
し
た
場
合
ど
の
よ
う
た
雇
傭
関
係
に
編
み
こ
ま
れ
る
の
か
。

F
ッ
グ

会
社
に
直
接
雇
傭
古
れ
る
場
合
と
、
請
負
制
度
の
も
と
に
雇
傭
関
係
主
結
ぶ
場
合
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

F
ッ
グ
資
本
の
労
働
力
統

制
関
係
の
図
式
佑
を
通
じ
て
、
雇
傭
関
係
全
み
る
と
孜
の
よ
う
て
あ
る
。

E
E↓一

E
4で
E

し
か
し
労
働
者
の
大
部
分
は
請
負
制
度
に
工
っ
て
請
負
業
者
と
の
問
白
一
雇
傭
関
係
に
入
る
。
己
目
制
度
は
一
八
六
五
年
資
本
聞
の
競

争
の
結
果
導
入
さ
れ
た
も
白
て
あ
る
。
純
然
た
る
下
請
制
度
は
左
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
部
分
的
作
業
の
転
貸

(
Eず

Ha宮
田
)

が
組
織

的
に
行
わ
れ
、
己
の
制
度
が
賃
金
算
定
士
不
明
確
化
し
、
ド
ッ
ク
会
社
と
一
般
ド
y

グ
労
働
者
と
の
聞
に
請
負
業
者

(1寄
生
者
)
の
介

在
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
『

2
2
E
M
E
E
が
厳
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
廃
止
は
懸
案
の
事
項
で
あ
っ
た
。

雇
傭
白
不
安
定
、
雇
傭
制
度
の
劣
悪
な
条
件
白
も
と
で
賃
金
も
当
然
に
前
記
二
点
の
一
規
定
を
う
け
て
、
不
安
定
と
左
り
、
低
水
準
と

た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
問
題
白
第
三
点
賃
金
は
ど
う
ぞ
あ
る
か
。
わ
れ
わ
れ
は
F
ッ
グ
労
働
者
を
労
働
の
規
則
性
の
視
点
か
ら
み
た
の

で
あ
る
が
、
己
白
視
点
に
た
っ
て
賃
金
を
み
る
と
、
ま
ず
規
則
的
雇
傭
労
働
者
は
週
給
に
上
っ
て
支
払
れ
、
歩
く
と
も
二

o
l一
一
五
志
グ



シ
リ

UJr

ゆ

で
あ
る
。
モ
白
上
層
部
の
職
長
に
お
い
て
は
年
平
均
週
一
一
一
一
一
一
志
、
特
殊
熟
練
工
の
沖
仲
仕
に
沿
い
て
は
三
六
志
に
及
ぶ
U

規
則
的
雇
傭

絶
し
た
階
層
を
た
し
て
い
た
。
常
傭
労
働
者
(
宮

H
E
E
B冊
目
白
〕
は
、

労
働
者
(
職
長
、
監
視
労
働
者
、
常
傭
者
)
白
う
ち
職
長
は
経
営
者
の
観
点
に
た
っ
て
労
働
者
に
対
し
、
明
確
に
一
般
F
Y
ク
労
働
者
と
隔

賃
金
額
に
お
い
て
機
械
工
モ
白
他
の
熟
練
工
よ
り
低
位
に
あ

り
、
絶
対
的
に
い
わ
ゆ
る
労
働
貴
族
層
に
該
当
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

F
ッ
ク
産
業
白
相
対
的
低
位
を
考
え
、
一
般
ド
ッ
ク
労
働
者

の
後
述
す
る
賃
金
水
準
白
劣
悪
、
雇
傭
の
不
規
則
性
に
対
比
す
る
と
き
格
差
は
大
き
く
、
己
の
常
傭
労
働
者
を
含
め
て
、
下
ツ
グ
白
規

則
的
一
雇
傭
労
働
者
が
、
規
則
的
賃
金
収
入
と
そ
の
水
準
に
お
い
て
『
労
働
貴
校
』
と
み
な
し
て
よ
い
。
一
方
に
わ
け
る
停
滞
的
失
業
者

の
存
在
、
一
方

K
お
け
る
労
働
貴
族
の
存
在
を
、
下
町
J
F
労
働
者
を
み
る
場
合
明
確
に
し
て
治
か
ψ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ

b
に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
b
恋
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
労
働
貴
族
層
が
絶
え
ざ
る
一
般
F
ッ
ク
労
働
者
の
増
大
、
‘
な
ら
び
に
資
本
か

b
の
二
側
面
の

圧
迫
を
う
け
、
そ
の
特
権
的
地
位
は
必
ず
し
も
安
定
し
て
い
な
か
っ
た
己
と
て
あ
る
。

己
目
層
に
対
比
さ
れ
る
不
規
則
的
一
雇
傭
労
働
者
(
先
取
特
桔
労
働
者
、
臨
時
労
働
者
)
は
は
る
か
に
低
額
て
あ
る
。
先
取
特
権
労
働
者
は

ポ
J

J

F

-

ぺ
J
J

え

週
一
五
志
一
磁
て
あ
る
が
問
題
は
一
般
ド
ッ
グ
労
働
者
の
揚
合
て
あ
る
。
一
八
七
二
年
の
争
議
に
よ
っ
て
一
日
二
士
山
六
片
は
現
行
時

間
賃
金
五
片
に
な
っ
た
(
超
過
労
働

1
5川
市
し
た
が
っ
て
現
行
制
度
に
よ
れ
ば
一
日
の
所
得
二
志
九
片
|
四
志
三
・
一
一
五
片
、
平
均
額

三
志
六
片
と
な
れ
、
不
規
則
労
働
と
い
う
こ
と
を
度
外
視
す
る
な
ら
ば
週
一
務
と
な
り
、
そ
の
限
り
で
は
問
題
は
た
か
っ
た
。
し
か
し
、

前
述
白
と
お
り
、
そ
の
就
労
は
極
め
て
不
安
定
で
あ

p
、
従
っ
て
賃
金
取
得
額
も
変
動
を
う
け
、
平
均
週
七
志
以
下
と
述
べ

b
れ
て
い

る
町
己
れ
は
ド
ッ
グ
会
社
に
よ
る
直
接
雇
傭
の
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
殆
ん
ど
多
く
が
請
負
制
度
の
雇
傭
に
あ
り
、
己
の
場
合
は
時
間

当
り
六
片
が
支
給
さ
れ
℃
い
た
。
し
た
が
っ
て
請
負
制
度
と
の
不
均
衡
是
正
の
た
め
に
時
間
給
五
片
白
上
に
、
仕
事
量
に
応
じ
た
割
増

(
乙
白
剖
増
A

閣
が
争
議
申
さ
L
あ
た

p
m
係
争
点
と
な
ヲ
た
)
。
か
く
し
て
、
何
れ
の
場
合
に
あ
っ
て
も
賃

金
が
附
加
さ
れ
て
い
た
白
ぜ
あ
る
。

一
般
労
働
組
合
の
成
立
過
程

第
七
十
九
巻

五

第

号

五



一
般
労
働
組
合
白
成
立
過
程

第
一
号

金
は
、
就
労
白
不
規
則
性
白
放
に
、
不
規
則
雇
傭
労
働
者
は
過
度
に
低
く
市
世
論
も
ま
た
こ
れ
を
認
め
て
い
た
。

主

註

ω
9
2
-
m四
国

S
F
4
E
P
-
-
Y
E
参
照
。

同

一

八

人

0
4
自
争
議
仕

2
2
E目

4
言ロ

(
口
ゲ
良
】
盟
国

S
F・。勺

E
r
v
M
H目

)

同
規
則
的
雇
傭
労
働
者
は
企
業
に
主
ヮ
て
階
層
も
具
る
。

う
で
あ
る
。

West and East India Ducl岨

457-'、Foremen 

114 

Permanent labourers 247 

regu1ady .employed 818 

第
七
十
九
春

li 

廃
止
を
め
「
る
も
り
で
、
そ
り
結
果

E
E同

R円

4
m
Z
E
白
場
宮
崎
羽
田
賃
金
は
時
聞
大
片
と
な
ヮ
た

君
量
目
白
出

E
H
E
P
ロ
2
F
E
E
S
目
白
山
門
・
同
旦

rmEMouz-aD
場
合
次
り
よ

，150 

Perman阻 tbbouτeCi ... 420 

regularly emplヲyoo"'， 1，070 

Police 

London and St. Katherine Docks 

100人

" 100 

Aritsans 

(
2邑
E
出

zny
邑・

E
a
Z∞)

仰
口
町
民
]
岱
出

S
F
4
2・
司
・
ほ
・
間
口
命
諸
島
百
出

E
F
S白
司
自
拘

E
S
E
Y
。
古
島

LE回
目
・
官
官

E
t
r
o
u
z
r
E
B
E島
ー
。

a
u
a

冨
∞
む
閉
己
参
照
。

回

目
E

H

問。

E
Z
4
5
は
労
働
貴
族
目
指
標
を
け
円
労
働
者
所
得
白
水
準
と
規
則
性
同
社
合
的
安
定
の
み
こ
ト
同
職
長
及
び
親
方
民
主
ヲ
て
取

扱
わ
札
た
方
法
を
合
め
て
そ
り
労
働
背
条
件
伺
彼
自
上
下
町
社
告
的
階
層
と
の
関
係
伸
一
般
的
生
活
条
件
約
将
来
。
昇
進
と
子
供
に
つ
い
て

Forn1∞ 

Po!i.にe



。
期
待
ー
に
お
い
て
考
え
、
特
に
第
一
点
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
賃
金
が
よ
〈
て
も
賃
金
目
不
規
則
性
、
変
動
性
の
た
め
、
通
常
、
労
働
貴
族

と
ho
な
さ
れ
な
い
労
働
者
も
、
特
定
。
場
合
、
そ
り
仲
間
大
衆
ー
と
対
比
し
て
労
働
貴
族
k
h
m
な
す
。
例
示
・
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
申
沖
仲
仕
を
一
般
ド
ッ

グ
労
働
者
と
の
対
比
で
指
摘
し
て
い
る
。
(
ロ
ロ
E
叶

0
5
目
。
自
H
E
4
目
白
神
宮

F
Z宮
尾

2
0
E
E
F
出

H
出
c
e
u
v
E
E
H
F
O
H
h
a
E
R
〉
日

E

E
品
目
冨
吾
口

E
z
q
p
E甘
・
旬
日
。
日
)
な
お
、
ピ
ァ
ト

9
1
ス
・
ウ
ι

ッ
プ
は
職
長
と
常
備
労
働
者
を

J
E
n
R
S
ご
と
指
摘
し
令
官
己
自

国

S
F
4・
E
F
E
m
)

コ
ー
ル
、
ポ
ス
ト
ゲ
1
ト
は
号
互
担
自
と

Z
Z
2
5
M
を
賞
旋
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
が
(
ロ
ロ
回
目

E
o
E

E
E
E
b
g
M
S
a
m・
0
勺
・
早
-
-
-
恥
一
践
し
い

F
れ
も
不
十
分
で
あ
る
。
前
記
戸
下
回
。
官
宮
古
己
申
請
拠
に
よ
っ
て
ド
ッ
グ
規
則
的
雇
傭
労
働
者

な
ら
び
に

a
g
o
E
F
出
向
吉
日
目
白
ち
特
種
熟
練
工
を
ト
ッ
ク
労
働
貴
族
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。

紛
不
規
則
雇
傭
労
働
者
は
先
取
特
楕
労
働
者
宮
田
町
民
自
no)
と
臨
時
労
働
者
(
の

a
E
C
K分
れ
‘
前
者
は
雇
備
に
対
し
先
取
特
権
を
与
え
b
れ
て

い
る
も
り
で
、
同
品
軒
、

J

司王

8
5
E
と
も
い
わ
れ
る
と
と
が
あ
る
。
不
規
則
雇
柿
労
働
者
に
周
し
な
が

ι、
常
備
労
働
者
と
臨
時
労
働
者
と
白
中

間
的
存
在
で
、

ζ

白
特
祐
は
規
則
正
し
い
出
動
と
正
直
に
よ
っ
て
雇
主
甲
信
用
を
え
た
も
自
で
あ
る
包
官
官
出

S
F
G
P
ロ
f
Z司
)
晶
静
岡
。

州

川

口

E
H
F凶
国

S
F
4・
OFF・聞
い

HAF

閣

内

E
H吉
田
正
Y
告

E
F
M
M回
同
・

ω
宮
市
主
自
苦
号
」
E
E
]
邑内

15aH∞∞
P

Z
た
だ
し
週
七
忠
以
下
と
い
う
の
は
回
目
。
"
が
上
院
委
員
告
に
報
告
し
た
も
O
で
、
政
治

的
配
慮
が
あ
る
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

L
h
p
L
、
一
般
ド
ッ
ク
労
働
帯
数
。
約
三
分
一
一
匹
就
労
由
掛
金
を
も
っ
と
算
定
す
れ
ば
、
上
記
賃

金
額
は
蓋
L
〈
現
実
の
額
と
相
加
持
す
る
も
自
と
は
考
え
b
れ
な
い
。

川
問
問
。
胃

E
S
F
o
E
p
m
m
E
2
2
F
O呉
m
L
E
∞p
p戸
参
照
。

十
九
世
記
後
半
白

F
V
F産
業
部
門
白
発
展
は
、
一
般

F
ヅ
グ
労
働
を
雇
傭
の
不
安
定
性
、
収
奪
と
圧
迫
白

著
し
い
賃
金
水
準
白
低
位
て
特
徴
づ
け
、
一
般

F
ッ
ク
労
働
者
世
部
分
的
失
業
た
ら
し
め
た
。
し
か
も
、
絞
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
資

md〈
O
長
戸
M

ロ
間
切
〕
司
同
日
戸
、

本
の
資
本
蓄
積
の
法
則
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
る
絶
え
ざ
る
失
業
人
口

D
増
大
か

b
の
圧
迫
を
も
う
け
、
己
の
二
重
性
白
故
に
ま
す
ま

す
低
落
白
傾
向
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
に
お
け
る
停
滞
的
過
剰
人
円
と
し
て
窮
迫
化
す
る
一
般
ド
ッ
グ
労
働
者
の
存
在
。
他
方
、

一
般
労
働
組
合
の
成
立
過
程

第
七
十
九
巻

五

第

号

五



一
般
労
働
組
合
。
成
立
過
程

事
告
十
九
巻

主

四

第

号

五
回

話
対
的
観
点
白
上
に
た
っ
て
、
規
則
的
常
傭
労
働
者
は
明
か
に
『
労
働
貴
族
』
と
し
て
白
地
位
乞
保
有
し
て
き
た
。
己
の

F
ァ
グ
労
働

者
自
階
層
分
化
は
労
働
者
の
組
織
上
に
も
反
映
し
て
い
る
。
す
た
わ
ち
、
前
者
の
未
組
織
状
齢
、
後
者
の
職
能
別
組
合
(
日
民
E
E
S
)

D
存
在
ゼ
あ
る
。

一
八
七

0
年
代
白
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
い
わ
ゆ
る
大
不
況

(
P
E邑
ロ
名
古
田
呂
田
)

に
工
る
失
業
の
増
大
は
F
Y
グ
労
働
者
白
低
落
を

強
化
さ
せ
ず
に
は
わ
か
な
い
。
ド
ヮ
タ
「
労
働
貴
族
層
』
も
ま
た
影
響
を
号
け
、
そ
の
特
権
的
地
位
を
一
世
失
し
は
じ
め
、
規
則
的
常
傭

労
働
か
ら
不
規
則
的
雇
傭
労
働
(
吉
田

E
E
E
E
官
。
門
白
色
官
ロ

E
E
Eる
に
、
い
わ
ゆ
る
労
働
力
下
降
白
傾
向
が
促
進
せ
し

め
b
れ
た
。
も
と
よ
り
彼
ら
が
前
記
の
労
働
諸
開
題
を
明
確
に
認
識
じ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
生
活
休
験
か
ら
、
ふ
た
だ
資
木
の
『
不

E
」
守
口
]
己

E
S〉
と
い
う
漠
然
と
し
た
対
立
意
識
士
強
め
つ
つ
あ
ヮ

h
。

以
上
述
ベ
た
条
件
の
も
と
て
、
「
動
物
に
も
っ
と
も
近
か
っ
た
人
間
た
る
も
の
の
う
ち
、
も
っ
と
も
圧
迫
さ
れ
、
不
幸
た
人
々
が
、
い

ま
キ
モ
白
人
間
性
を
回
復
し
、
モ
白
諸
権
利
を
要
求
し
わ
」
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
・
九
ト
ラ
イ
キ
が
生
じ
た
白
て
あ
り
、
モ
白
白
仲
間
発

生
的
と
い
わ
れ
る
基
因
も
己
れ
ら
む
点
に
あ
る
と
み
な
け
れ
ば
な

b
な
い
。

註

ω
一
般
ド
ッ
ク
労
働
者
自
酔
ん
ど
大
部
分
は
宋
組
織
で
、
商
〈
一
八
八
七
年
回
目
同
d
E
k
i新
組
合
K

L
て

p
o官
5
4
0
i
F
E
E
-

CEP
が
結
成
さ
れ
た
。
笠
岡
員
は
三

oo--五
0
0人
。
悶
を
変
動
し
て
い
た
。

2
0
5・
吋
耳
目
別
問
。
司
。
コ

E
E
E
I
E・
g-L-

S
∞
参
照
。
)
彼
あ
り
組
織
化
、
困
難
白
理
由
は
そ
申
階
用
、
職
業
り
多
様
性
托
ち
申
あ
申
ηpJ
と
い
わ
れ
て
い
る

(3印E
F
目白

Z
日タ
y↑.. 
。喧切。
R島H忌神
.. 

]司V.
同臣∞)

ω
円

Prz。mFぬ己5討自自聞九古二
m

目目Eι
司目H

ω
出

F巴】
F伺首
0色-白】ヨ百H
∞包E戸R件吾}F戸
自
白
〈
斜
E戸ロ』M

掲肉官目町凶虫机
vy、
。
唱
司
ロ
「
唱
∞
。

川
判

m・
ロ
・
同
町
。
』
内
自
己
同

4
2邑
司
自
円
四
位
F
n
H
f
Z
M
P



F
ッ
ク
・
ス
ト
は
一
八
八
九
年
八
月
十
三
日
か

b
九
用
十
四
日
に
至
る
も
白
で
あ
る
が
、
こ
の
期
間
は
=
一
段
階
に
区
分
で
き
る
。
第

一
期
は
八
局
十
六
日
に
至
る
初
期
白
段
階
て
あ
る
。
第
二
期
は
八
月
二
十
七
日
ま
ゼ
の
長
期
闘
争
態
勢
色
と
担
、
一
般
ド
ヮ
グ
労
働
者

の
組
織
化
、
熟
練
工
と
の
統
一
戦
線
の
形
成
白

(
l
一
般
労
働
組
合
目
成
立
)
段
階
で
あ
る
。
第
三
期
は
八
月
二
十
八
日
か
ら
九
月
十
四

日
白
妥
結
に
至
る
ま
で
の
子
卜
終
結
過
程
の
段
階
て
あ
る
。
こ
の
区
分
に
よ
っ
て
考
察
を
加
え
る
。

【
第
一
期
】

(
八
月
十
三
日
|
八
月
十
七
日
)

F
V
ク
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
勃
発
に
つ
い
て
、
見
、
、
、
見
と
ナ

v
y
昇
は
次
白
よ
う
に
記
述
し
て
い

L
。

「
新
聞
読
者
白
聞
い
た
己
と
は

八
万
の
あ
る
水
曜
日
(
争
議
勃
発
は
八
月
十
三
日
で
月
曜
日
に
あ
た
り
、
水
曜
日
は
あ
や
ま
り
で
あ
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
ヮ
た
四
位
翌
十
一
二
日
午
後

か
ち
で
あ
る
。
ー
す
川
)
二
三
人
の
労
働
者
が
甫
・
商
イ

Y
F
-
F
ッ
グ
ゼ
廿
事
を
拒
否
し
た
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
た
7
ジ
テ

1
グ
1
D
呼

び
か
け
て
い
く
つ
か
白
会
合
が
ひ
ら
か
れ
つ
ヲ
あ
る
己
と
、
運
動
は
ひ
ろ
が
り
つ
つ
あ
る
己
と
、
だ
け
で
あ
ッ
た
』
。
当
初
白
事

件
そ
の
も
白
は
自
然
発
生
的
な
も
仇
で
あ
っ
た
が
、
ナ
て
に
述
ベ
た
長
年
に
わ
た
る
諸
問
題
の
堆
積
か
ら
当
然
陀
拡
大
す
る
だ
け
の
一
条

件
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
己
の
F
ッ
グ
・
ス
ト
ラ
イ
キ
自
体
が
そ
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
『
新
組
合
運
動
』
が
八
五
年
以
降
す
て

に
展
開
さ
れ
、
特
に
F
V
グ
・
ス
ト
ラ
イ
キ
白
直
前
に
行
わ
れ
た
宋
組
織
者
白
運
動
、
す
な
わ
ち
、
ロ

Y
F
Y
・
マ
ッ
チ
女
工
の
争
議

白
成
功
は
彼
ら
陀
闘
い
の
確
信
を
与
え
運
動
拡
大
の
条
件

(
一
八
八
八
年
豆
月
)
戸

Y
ド
y
・
ガ
月
分
働
者
の
運
動
(
一
八
八
九
年
豆
月
)

に
中
な
っ
て
い
た
。

す
で
に
ド
汐
グ
労
働
者
の
組
織
活
動
に
参
加
し
て
い
た
テ
ィ

ν
ザ
ト
(
出
・
回
口
c

b
よ
び
パ

l
Y
1
G
'
回
目
ロ
m

)

が
争
議
を
指
導

一
献
労
働
組
合
岨
成
立
過
程

第
七
十
九
巻

五
五

第

号

Z 
n 

， 



ー，

第
一
号

し
、
さ
ら
に
ト
ム

-
T
y
q
F
S
)
が
直
ち
に
加
わ
っ
た
。
大
衆
は
己
れ

b
u
指
導
者
聖
信
頼
し

τ
い
た
叫
争
議
は
翌
八
月
十
三

一
般
労
働
組
合
の
成
立
過
程

停
七
十
九
巻

五
六

五
六

日
よ
り
た
だ
ち
に
ス
ト
ラ
イ
キ
と
な
っ
た
(
当
日
ス
ト
書
加
者
三
千
Z
百人)。

一
時
間
六
片
り
支
払
と
最
低
雇
傭
四
時
聞
で
あ
っ
た
が
、
見
ト
ラ
イ
キ
に
入
ヲ
た
と
き
白
一
止
式
文
書
に

よ
る
要
求
項
目
は
次
の
よ
う
て
あ
る
。

争
議
勃
発
当
初
白
要
求
は
、

主主四三二一

採
用
自
外
来
労
働
者
は
四
時
間
以
下
回
雇
傭
、
賃
金
支
払
で
解
職
さ
れ

f
る
と
と
。

労
働
者
。
一
一
層
備
は
二
定
時
刻
す
な
わ
ち
毎
日
八
時
と
十
二
時
に
伝
さ
る
べ
き
と
と
ロ

出
来
高
仕
事
は
金
制
度
を
通
ヒ
て
廃
止
さ
れ
る
べ
き
と
と
。

最
低
賃
金
は
時
間
丘
斤
か
与
六
斤
に
、
超
過
時
聞
は
六
片
か
ら
入
片
に
増
額
さ
れ
る
べ
き
と
と
。

請
賞
制
度
白
支
払
問
時
間
人
貯
に
、
超
過
時
聞
は
時
間
一
志
に
増
額
さ
れ
る
べ
室
と
と
。

己
白
要
求
を
み
る
と
き
、
す
で
に
前
に
述
べ
た
ド
ッ
グ
野
働
の
諸
問
題
が
あ
る
程
度
整
理
さ
れ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
山
を
知
る
。

己
の
要
求
書
に
対
す
る
返
答
を
労
働
者
は
デ
モ
行
進
(
一
万
人
参
加
)
て
も
フ
て
迎
え
た
が
、
結
果
は
賃
金
培
額
拒
否
を
ふ
く
み
、
労

働
者
に
と
っ
て
は
不
満
足
な
も
の
で
あ
っ
た
(
八
月
十
六
目
立
こ
白
問
、
戦
線
は
他
の
ド
ッ
グ
、
波
止
場
、
倉
庫
に
拡
大
さ
れ
た
が
、

た
お
地
域
的
に
限
定
さ
れ
て
い
た
し
、
運
動
モ
れ
自
体
に
明
確
な
方
針
が
う
ち
た
て
ら
れ
て
は
い
な
か
ヲ
た
。
し
か
し
指
導
者
の
熱
意

に
こ
た
え
℃
大
衆
は
長
期
の
闘
い
を
決
意
し
た
。
乙
の
決
意
が
で
き
た
背
後
に
世
論
の
ド
ッ
グ
労
働
者
に
対
す
る
支
持
が
あ
っ
た
こ
と

η
 

は
注
意
さ
れ
な
〈
て
は
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
第
一
期
は
終
る
。

註

ω
出

E
O君
、
色
百
回
E
F
E仏
〈
豊
岡

r
E
Z
E
Y・
3
0
E
0
4
。ご
Z
P昇
。
訪
問
E
F
(日
曲
。
司
)
項
目

F
目
。

問
ド
ク
グ
労
働
者
二
、
三
人
の
労
働
拒
否
は
自
然
発
生
的
な
も
の
で
あ
る

Q

合
同
委
員
告
白
佐
式
宣
言
は
、
ス
ト
は
準
備
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る

が
(
司
自

n
E
ロ
R
Z
E
5
M
M
t
F
o
』。

E
口
E
E苦
。
旨
唱
民
国
阿
国
内
回
同
∞
富
)
、
乙
?
ょ
う
忙
は
考
え

b
れ
な
い
。
た
だ
ス
ト
ラ
イ
キ
が
手
段
と
し



て
考
え
b
れ
で
い
た
こ
と
は
い
え

Z
う
。
ス
ミ
ス
ち
も
と
れ
は
認
め
て
い
る
(
的
自
吾
首
品
目
自
Y
4・
aFMM・
S
・
)
参
照
。

ω
ロ
ン
ド
ン
・
マ
ッ
チ
女
工
、
ガ
ス
労
働
者
は
た
だ
、
ド
ッ
グ
労
働
者
と
同
ビ
宋
組
織
者
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
白
多
〈
は
ド
ッ
ク
労
働

者
。
妻
・
子
女
で
あ
り
、
後
者
位
向
査
で
あ
ヮ
た
。
と
い
う
白
は
品
、
は
ガ
ス
労
働
者
に
、
夏
は
ド
ッ
ク
労
働
者
、
と
な
る
場
合
が
多
か
っ
た
か
与
で
あ

る
(
〉

'
F
冨
皇
自
白
仏
ロ
・
4伊丹

0・
4
宮
出
口
官
r
F
E日
H
F
E
g百
戸
(
早
耳
)MECH・
参
照
)
。
ま
た
、
ダ
ス
労
働
者
白
組
織
佑
は
か
な
り
新

聞
を
逝
ヒ
て
号
、
知
ら
さ
れ
て
い
た

2
・『

F
Z
E
B
E
C。
q
f
f
F
r
Z
M
Z
P
参
照
)
。
し
た
が
ヮ
て
そ
れ

P
E
C
ク
労
働
者

運
動
の
刺
戟
と
な
っ
た
ロ

川
開
テ
ィ
レ
ッ
ト
は
茶
道
搬
夫
組
合
申
書
記
で
あ
り
、
す
で
に
ド
ッ
ク
費
働
者
と
関
係
が
深
〈
、
パ

1

ン
ズ
、
マ
ン
も
止
も
に
ガ
ス
労
働
青
の
運
動
を

指
導
じ
て
成
功
し
た
直
後
で
あ
り
、
大
衆
と
り
問
は
親
密
で
あ
っ
た
た
め
。

間
同
町
官
民
自
門
官

mE『
E
2
2
F
E
Z
E
Z∞句、

r
1
r
F
Z
=
E同
臣
官
昌
弘
自
停
止
苦
出
自
民

-a
同

dZ0・
(HSS・
-
-

M
W
ω
E
F
E
L
Z
a
y
cや
E
f
司
∞
叶
参
照
。

的

プ

1

ス
回
調
査
、
雑
誌
詩
論
文
に
よ
ワ
て
ド
ッ
グ
労
働
由
実
践
は
す
で
に

L
b
さ
れ
亡
い
た
。
ま
た
上
院
要
員
会
仕
ド
ッ
ク
労
働
由
件
害
除
去
を

す
で
に
勧
告
じ
て
い
た
。
(
同
。
吉
良

B
F
O
号
待
問
智
内
凶

-
2
W
I
E
g
a
H∞
∞
句
、
目
"
。
・
4

参
照
)
。

【
第
二
期
】

(
八
月
十
八
日
l
l
l
八
月
三
十
七
日
)

己
の
時
期
は
ド
ッ

F
労
働
者
の
組
織
化
の
段
階
て
あ
っ

τ、
熟
練
工
と
不
熟
練
エ
(
一
般
ド
ッ
ク
労
働
者
)

白
一
統
一
戦
線
の
形
成
過
程
、

一
般
組
合
の
成
立
過
程
と
し
て
と
く
に
重
要
で
あ
る
σ

九
ト
ラ
イ
キ
自
体
と
し
て
は
財
政
的
救
援
活
動
に
努
力
を
集
中
し
た
段
階
で
あ

る。
F
ッ
タ
労
働
者
の
労
働
貴
校
層
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
点
て
特
権
的
地
位
を
保
有
し
て
い
た
熟
練
工
は
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
白
で

あ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
不
熟
練
労
働
者
の
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
同
情
を
示
し
、
財
政
的
援
助
を
行
っ
た
。
己
れ
が
前
半
期
に
治
け
る
彼

b

の
態
度
て
あ
担
、
十
八
日
に
発
表
さ
れ
た
合
同
沖
仲
仕
犯
合
白
宣
言
は
も
っ
と
も
モ
れ
を
示
し
て
い
る
。
宣
言
は
い
わ
v

一
一
般
む
労
働
組
合
目
成
立
過
程

第
七
十
九
巻

五
七

第

号

互王

じ



一
般
労
働
組
合
の
成
立
過
程

第
七
十
九
巻

E 
八

第

号

五
ノ1

「
F
ッ
ク
労
働
者
白
状
態
空
知
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
ロ

Y
F
Y
沖
仲
仕
組
合
は
、
カ
の
範
囲
内
て
あ
ら
ゆ
る
合
法
的
手
段
て
彼

b

白
運
動
を
支
持
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
モ
れ
故
、
わ
れ
わ
れ
は
ス
ト
ラ
イ
キ
に
あ
る
ド
ッ
グ
労
働
者
白
代
り
と
な
る
エ
ト
破
り
を

雇
う
ド
ッ
グ
会
社
白
仕
事
を
拒
否
し
た
。
こ
れ
を
行
つ
一
た
D
は
わ
し
V

か
わ
白
骨
門
戸
別

ι
r
h
u
一
緒
て
な
い
と
同
除
仲
介
業
者
平
船
主

あ
る
い
は
親
方
沖
仲
仕
へ

D
不
信
頼
白
た
め
で
は
な
く
て
、
わ
れ
わ
れ
よ
り
も
貧
し
い
仲
間
を
支
援
す
る
己
と
は
義
務
と
感
じ
る
か

ら
で
あ
る
。
(
傍
点
筆
者
)

b 

同
情
D
限
b
K
-お
い
て
は
実
質
的
統
一
戦
線
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
む
要
求
を
提
起
し
、
そ
の
部
分
的
要
求
を
全
体

的
要
求
に
+
高
め
る
己
と
に
よ
っ
て
、
統
一
戦
線
は
形
成
さ
れ
、
統
一
闘
争
は
可
能
に
た
る
。
己
の
ド
ッ
ク
・
旦
ト
ラ
イ
キ
白
熟
練
工
と

不
熟
練
エ
の
場
合
も
例
外
J

ー
は
な
い
。
「
貯
船
頭
・
押
仲
士
・
穀
物
お
よ
び
材
木
運
搬
夫
治
主
び
常
傭
労
働
者
ナ
ペ
て
が
い
わ
ゆ
る
同

情
か
ら
臨
時
労
働
者
の
た
め
に
運
動
に
加
わ
勺
一
た
が
、
や
が
て
別
に
彼
ら
自
身
の
た
め
要
求
を
定
式
化
し
ら
の
J

し
あ
る
。
か
く
し
て
、

第
一
期
に
つ
〈
ら
れ
た
テ
ィ
レ
ッ
ト
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
委
員
会
(
不
熟
練
労
働
者
を
基
盤
)
と
ト

l
ミ
イ

(
T
E
E
-
H
d
g
s
o可
の
げ
弘
同
目
自

』
自
己
宮
田
記
E
3
0
4
0
白
日
え
の
金
自
由
民
官
)
(
熟
練
労
働
者
を
基
盤
)
に
よ
る
両
ス
ト
ラ
イ
キ
委
員
会
は
合
同
し
、
統
一

F
ッ
ク
労
働
者

ス
ト
ラ
イ
キ
委
員
会
一
か
形
成
さ
れ
た
。
前
記
宣
言
白
段
階
て
は
熟
練
工
白
組
合
は
不
熟
練
労
働
者
と
一
線
を
劃
し
て
た
だ
同
情
的
支
援

ぜ
あ
っ
た
。
こ
れ
は
旧
組
合
白
も
つ
労
働
貴
族
性
日
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
表
現
ゼ
も
あ
る
。
し
か
し
現
実
は
不
熟
練
労
働
者
の
問
題

に
限
ら
れ
て
は
い
ず
、
彼
ら
自
身
下
降
白
傾
向
が
み
ら
れ
、
モ
の
特
権
性
は
喪
失
し
は
じ
め
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
熟
練
工
自
身
、
自

b
D
労
働
諸
条
件
を
防
衛
す
る
た
め
に
不
熟
練
労
働
者
と
統
一
行
動
を
と
り
(
集
合
、
行
進
へ
由
参
加
な
ど
)
さ
ら
に
自
ら
白
要
求
を
不
熟

練
労
働
者
白
要
求
と
の
関
連
て
提
起
し
た
。
か
か
る
熟
練
工
と
不
熟
練
労
働
者
と
の
下
部
て
の
戦
線
拡
大
白
動
き
が
指
導
部
の
統
一

に
結
実
し
た
と
考
え
る
。
第
二
期
末
白
統
一
の
強
佑
は
同
じ
熟
練
工
、
鮮
人
夫
D
次
の
決

(l統
一
ド
ッ
ク
労
働
者
ス
ト
ラ
イ
キ
香
員
全
)



議
(
八
月
二
十
七
日
)
に
主
っ

τ明
確
化
さ
れ
亡
い
る
。

「
す
べ
て
の
終
始
頭
は
労
働
者
の
正
し
い
要
求
に
下
ッ
タ
会
社
が
譲
歩
す
る
ま
で
仕
事
か
ら
引
上
げ
ね
ぽ
た
ら
な
い
、

y

の
己
と

が
現
在
の
闘
い
て
重
要
で
あ
る
」

以
上
む
よ
う
な
大
衆
自
身
の
統
一
へ
の
強
化
過
程
の
な
か
ぜ
、
特
に
援
ゆ
ま
ざ
る
テ
イ
レ
ヅ
ト
、
パ

l
y
r
b指
導
者
の
努
力
に
よ

っ
て
、

F
y
ク
労
働
者
の
一
般
組
合
が
つ
く

b
れ
た
。
八
月
十
九
日
、
東
イ

Y
F
-
F
ッ
グ
門
前
の
集
会
ゼ
組
合
結
成
が
指
導
者
よ
り
発

表
さ
れ
、
そ
白
後
四
戦
線
の
拡
大
は
ま
た
組
合
組
織
の
拡
大
を
意
味
す
る
も
り
ぜ
も
あ
っ
た
。

組
織
拡
大
白
一
一
回
、
救
援
活
動
白
効
果
的
運
営
が
伴
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
闘
争
の
第
一
週
て
従
来
白
組
合
基
金
は
た
く
た
り
、

第
二
週
以
後
は
援
助
金
に
よ
っ
て
支
弁
さ
れ
た
。
一
目
、
二
万
五
千
テ
ィ
ケ
ッ
ト
(
一
-
一
テ
ベ
ケ
ッ
ト
二
片
)
の
発
行
は
、
つ
い
に
財
政
的
危

機
を
招
き
、
組
織
田
て
の
輝
か
し
い
成
果
と
同
時
に
財
政
的
危
機
白
深
化
(
ド
フ
ク
骨
働
者
生
滑
り
困
窮
化
)
を
も
っ
て
第
二
期
士
終
っ
た

わ
け
で
あ
る
。

註

ω
出

E
吾
首
島

Z
E
F
S司
-
E
P
S
E
N
F

ω
同
omQ同件。
D
Fぬ
mtMr自
白
血
同
君
W
I
S
σ
a
H∞宰・

HYJF

な
担
熟
練
工
自
身
。
要
求
を
例
示
す
る
と
、
沖
仲
士

l
朝
七
時
か
ら
タ
五
時
ま
で
時

間
入
片
、
超
過
時
間
、
時
間
一
志
、
穀
物
運
搬
夫

l
百
夕
方
タ
T
当
り
十
五
百
三
片
を
要
求
(
叩
吉
見
回
目
島

Z
E
Y
岳

E
F
℃
・
同
盟
・
参
照
)
。

ω
国
E
F
E
n
H
回
目
台
、
。
v
n
H
F
同veg・
統
一
ド
ッ
タ
労
働
者
λ

ト
ラ
イ
キ
要
員
告
は
君
民
odk戸
日
切
に
本
部
が
担
か
れ
、
署
員
に
は
次
D
粗
告
か

b
代
表
が
だ
さ
れ
て
い
た
。
」
F
E
E
〉
E
H
m
g
a
a
F
E
u
-
E仏
国
内
自
由
ぱ

5
5
3
2
〉
自
身
自
民
的
2
5
E
1
2由也、

.
d
z
o仏国内
EmE

E
S
S
E
F
E
H
b噴出
P
F
E
E
-
-且
m
司
号
同
コ

2
4
E
C句
作

EH40-腕
〉
E
E同神宮司、(∞
E
P
自民

z
a
Y
G勺・

2
r
宅

-s・
弓
戸
事
照
)
。

川
向
曲
目
白
困
層
弘
司

E
Y
4
a
F

同

vg・

同
開
。
・
巴
・
国
・
口
S
O
E
h
H
国
間
司
君
主
里
民
間
R
F
4・
P
F
V中
旬
曲
・
参
照
。

MWmBHRMH
囲
内
凶
回
目
y
o匂・

2仲畑回世

B
g。
参
照
。

一
般
労
働
組
合
目
成
立
過
程

第
七
十
九
巻

主主

九

第

号ト

五
11 



一
般
労
働
組
合
目
成
立
過
程

第
七
十
九
巻

O 

第
一
号

。

的
統
一
m
p

ッ
ク
労
働
者
ス
ト
ラ
イ
キ
委
員
会
は
八
月
二
十
六
日
次
O
よ
う
に
宣
言
し
て
い
る
。
『
わ
れ
わ
れ
は
基
金

E
l
lそ
れ
は
惜
気
な
〈
義
指

さ
れ
て
い
る
が

l
l也
問
に
訴
え
て
い
る
。
し
恥
し
一
ベ

-
4
と
い
え
ど
も
、
委
員
会
白
許
可
々
〈
ス
ト
ラ
イ
キ
を
や
ヲ
て
い
る
も
白
に
は
、
ど
の
職

業
白
も
の
で
あ
れ
支
排
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
』
(
昌
自
民
自
g
t
ロ
E
H且
ロ
R
W
F
F
S
見
え
宮
巳
宮
口
。
国
自
民
己
m
t
k
w同
閃
ロ
弘
法

F
)

【
第
三
期
】

(
八
月
二
十
八
日
l
l九
月
十
四
日
)

乙
の
時
期
は
財
政
的
危
機
が
、
闘
い
へ
の
強
い
意
志
L

乙
労
働
階
級
の
国
際
的
運
け
い
に
よ
っ
て
克
服
き
れ
、
つ
い
に

F
Y
グ
資
本
を
し

τ譲
歩
せ
し
め
た
終
結
白
段
階
て
あ
る
。
こ
む
期
白
当
初
、
労
資
の
交
渉
が
も
た
れ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
『
F
ッ
ク
労
働
者
白
六
ベ
ン
月
」

(
z
E
4
5
1
)
に
つ
い
て
は
双
方
譲
ら
ず
決
裂
に
終
っ
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
委
員
会
は
部
分
的
妥
協
を
い
れ
ず
、
財
政
的
考
慮
か
ら
た

「
ド
ァ
グ
労
働
者
は
飢
え

τ
い
る
。
し
か
し
降
伏
す
る
た
」
。

だ
ち
に
救
援
停
止
を
行
っ
て
、
さ
b
k闘
争
継
続
士
決
意
し
た
。

し，

オL

は
九
月
一
日
に
発
表
さ
れ
た
宣
言
自
給
び
で
あ
る
の

組
合
白
圧
力
、
与
論
を
背
景
に
、
マ
一
一
ィ
Y

グ
僧
正

(
C
H
b
E↑

F5Ha)
パ
グ
ス
ト
ン
(
寄

-
E
E
S
)
プ
一
フ
セ
イ
卿

(FGE

厚
長
弓
)
に
よ
っ
て
、
翌
年
一
月
一
日
よ
り
増
額
白
調
停
案
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
指
導
者
の
条
件
付
受
諾
(
五
丹
空
ハ
品
川
に
な
る
と
い

一
般
労
働
者
は
反
対
し
た
。
な
ぜ
左
P
D
ド
ッ
ク
針
働
者
に
と
っ
て
一
月
ま
で
ま
つ
と
い
う
己
と
は
四
月
士
て
ま
つ

調
停
は
停
滞
し
、

う
了
解
で
)
に
対
し
、

己
と
を
志
味
し
た
か
ら
で
あ
る
(
キ
期
比
位
仕
事
が
な
い
)
。

た
だ
マ
一
一
ィ
ン
グ
僧
豆
が
代
案
と
し
て
十
一
月
案
を
提

起
し
た
。
ま
さ
に
己
白
時
に
(
九
月
九
日
)
オ

1
ス
ト
ラ
リ
ヤ
か
ら
の
多
額
白
義
指
金
が
到
着
し
た
の
で
あ
か
o

労
働
者
は
二
八
対
一

四
票
ゼ
十
一
月
築
士
受
訴
、
ド
ッ
ク
会
社
も
己
れ
を
受
諾
、
最
終
的
に
九
月
卜
四
日
ス
1
ラ
イ
キ
は
妥
結
し
お
。
モ
の
要
点
は
七
項
目
、

次
白
よ
う
て
あ
令
。

十
一
且
四
日
以
降
時
岡
当
p
五
斤
を
六
片
匹
、
超
過
時
間
は
八
片
に
増
額
。

午
後
の
特
別
短
時
間
雇
傭
は
除
い
て
支
払
二
志
を
下
b
さ
る
こ
と
。



三
十
一
月
四
日
以
降
背
負
仕
事
は
出
来
高
仕
事
に
代
え
る
。
そ
り
場
合
時
間
六
片
を
下
b
古
る
ζ

と
。
超
過
時
聞
は
八
片
。

四
超
過
勤
務
時
聞
は
午
後
六
時
か
ら
午
前
六
時
支
で
と
す
巴

五

λ

ト
一
フ
イ
キ
を
終
り
職
場
復
帰
す
る
こ
と

n

六

λ

ト
ラ
イ
キ
参
加
者
、
そ
の
指
導
者
は
λ

ト
ラ
イ
キ
中
仕
事
し
た
す
べ
て
の
労
働
者
出
ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
者
に
よ
っ
て
脅
迫
さ
れ
ず
、
仲
間
と
し

て
取
扱
か
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

七
ス
ト
ラ
イ
キ
終
了
後
四
新
奇
雇
傭
者
に
対
L
、
告
社
は
今
後
ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
者
、
不
参
加
者
自
区
別
乞
せ
ず
、
ま
た
ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
者
に
直

接
、
間
接
的
に
怨
恨
を
示
さ
な
い
。

九
月
十
六
H
妥
結
後
、
最
後
の
一
示
威
運
動
が
行
わ
れ
た
。
「
そ
れ
は
闘
い
白
デ
モ
ン
月
ト
レ

l
y
ョ
Y
と
い
う
主
り
む
し
ろ
ピ
タ
ュ

ッ
ク
て
あ
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
ロ

y
ド

y
-
F
ッ
ク
・
ス
ト
ラ
イ
キ
は
終
了
し
た
吋

ド
ッ
グ
・
ス
ト
ラ
イ
キ
白
成
功
は
第
一
に
ド
ッ
グ
労
働
者
白
強

H
意
志
に
も
と
ず
く
団
結
、
第
二
に
指
導
者
と
大
衆
白
密
切
な
結
合
、

第
三
に
熟
練
労
働
者
と
不
熟
練
労
働
者
(
四
阻
合
主
義
者
と
新
組
合
主
義
者
)
の
統
一
、
第
四
に
労
働
者
の
国
際
的
提
携
、
す
な
わ
ち
全
体

と
し
て
の
労
働
階
級
の
団
結
が
ド
ッ
グ
会
社
山
そ
れ
に
ま
さ
っ
た
点
に
も
と
ず
く
も
の
と
断
じ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

註

ω
波
止
場
主
は
妥
協
案
(
最
初
四
四
時
間
六
片
、
た
だ
し
一
日
九
時

間
四
志
、
超
過
労
働
八
片
ご
ど
一
目
し
た
が
、

V
ッ
ク
合
祉
は
六
片
を

頑
強

K
拒
否
、
乙
ζ

に
彼
ら
り
聞
で
若
干
自
分
裂
が
み

b
れ
た
(
八

月
二
十
八
日
)
。

ω
m
E
H
F
自門
H
Z
E
F
4
E
f
Z
3
-

制

オ

1
ス
ト
ヲ
り
ヤ
坦
労
働
者
が
連
帯
性
を
示
し
た
白
は
純
粋
目
白

発
的
同
情
で
あ
っ
た
。
(
ロ

q
z
z
u
が
第
一
週
目
よ
り
日
日
ス
ト

ラ
イ
キ
を
報
じ
て
い
た
)
。
ス
ト
ラ
イ
キ
基
金
白
収
支
は
下
白
ょ
う

一
般
労
働
組
合
。
成
立
過
程

a s. d目

42，999.12 2 
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4 
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6 18 11 

46.499 12 
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金

訳

合

醸

金

行

ス

骨

ス

社

白

募

奥

羽

粗

ν

般

ι
頭

附

ギ

働

ラ

内
一

JF
街

寄

イ

労

プ
4，284 10 

21 10 

51 

29 

出

入

ベルギー

ペル.!J:r

アメ ~jJ

支

収

事
七
十
九
巻

第

号

。30，423 15 

〕
ど
ス

ん
一

b

時
ォ
ト

白
が
ヤ

地
て
w
y

民
ベ
フ

植
す
ト

〔

植民地



一
般
労
働
組
合
り
成
立
過
程

第
七
十
九
巻

プ"

第
一
号

で
あ
る
。

ω
印

E
F
E
Z
H国
g
y
c旬・

2
T
宅

H
g
I
H・
参
照
。

問
問
。
官
同
件
。
b
F
n
m
R
p
g
Eゐ
】

R
W
I
E
z
a
M∞∞
p-u
・c・

紛
印
自
民

V
S島
出

s
u
Y
4
・ロ
F
V
E
G
-

M
W

ロ
ン
ド
ン
・
ド
ク
グ
・
ス
ト
ヲ
イ
キ
白
金
斗
争
過
程
は
次
白
上
う
で
あ
る
。
(
山
田
HF
自
民
国
自
F

。PE
F
-
-
u官
民

E
F
n
m可
HW日
目
且
』
R
r

E
z
a
E∞
P
)
白
・
口
出
口

QhmE-FHManE烈
WHO-3・
E
E切
よ
り
作
製
。

門
第
一
期
〕

八
月

円
十
二
日
〕

十

三

日

イ

六

回

門
第
二
期
〕

十

七

日

十

八

日

十

九

日

「
南
西
イ
シ
ド
・
ド
ッ
グ
で
争
J

f
議

勃

発

。

」

午
前
要
求
書
提
出
、
午
後
ス
ト
突

入
(
毒
剤
者
一
一
、

Z
O
O人
)

ロ
ン
ド
ン
布
中
行
進
(
毒
剤
者
一

万
人
)
。

神
仲
士
組
合
参
如
を
決
定
。

沖
仲
士
十
九
日
目
前
労
中
止
を
決

定。沖
仲
L
T

組
合
ス
ト
フ
イ
キ
支
持
。

宣
言
淀
表
。

各
所
で
集
会
、
熟
棟
工
も
参
加
。

ト
ム
・
マ
カ
1
シ
イ
(
沖
仲
仕
組

合
書
詔
長
)
労
働
者
忙
組
合
加
入

を
宣
伝
。

東
イ
シ
ド
ド
ッ
グ
前
に
て
組
合
結

十

日

十

日

二
十
六
日

一
十
七
日

門
第
三
期
〕

成
発
表
。

ロ
シ
「
ン
惜
閉
鎖
。

パ
1
ン
ズ
、
財
世
委
員
を
だ
す
よ

う
各
部
に
説
得
。

交
渉
、
全
社
側
賃
上
、
背
負
制
度

廃
止
要
求
を
拒
否
。

E

ン
ド
シ
大
集
合
(
一
万
人
)
。

統
一
ド
ッ
ク
労
働
者
ス
ト
ラ
イ
キ

委
員
台
、
許
可
な
し
白
ス
ト
参
知

者
に
支
払
停
止
の
声
明
発
表
。

テ
2
4

レ
ッ
ト

D
説
得
に
止
り
テ
4

ル
パ

p
労
働
者
作
業
中
止
。

時
世
船
頭
快
議
。

↑
波
止
場
主
譲
歩
を
一
市
す
も
労
資
交

二
十
八
日
一

一
渉
な
ら
ず
。

一
一
十
九
日
一
肝
心
一
日
引
け
輝
一
問
点
一
一
部

U
U

三

十

日

九
月

プ℃七九十十

三

H

十

四

日

〔
十
一
八
日
U 日

声
明
。

ノ
1

・
ワ
1
グ
宣
言
を
お
表
。

ノ
ー
・
ワ
ー
ク
宣
言
自
撤
回
宣
言

発
表
。

調
停
案
提
示
(
一
月
一
日
以
降
賃

上
げ
)

ν
r
=
1大
集
会
。

指
導
者
調
停
案
受
諾
由
意
向
を
示

す
も
大
舟
は
反
対
。

オ
ー
ス
ト
ラ

9
ヤ
か
b
義
指
金
到

着
c

ス
ト
ラ
イ
キ
委
員
、
調
停
委
員
と

協
議
。

調
博
委
員
、
会
社
側
と
協
議
。

午
前
、
労
資
交
渉
。
午
後
妥
結
。

門
勝
利
由
行
進
〕

日日日日

(
以
上
)



四

一
八
八
九
年
目

F
ッ
グ
・
兄
ト
ラ
イ
キ
は
、
主
さ
し
く
「
就
業
者
と
失
業
者
と
の
問
白
あ
b
ゆ
る
連
絡
は
、
か
白
法
則
の
〈
需
給
律
〉

の
『
純
粋
な
』
作
用
を
擾
乱
す
る
」
こ
と
を
示
す
も
の
と
み
て
工
く
、
前
述
の
妥
結
要
項
か

b
も
朗
か
な
よ
う
に
、
多
く
の
労
働
条
件

の
改
善
を
獲
得
す
る
も
の
J

し
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
ス
ト
ラ
イ
キ
第
二
期
に
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
て
h
る
が
、
人
中
期
間
を
通
じ
て
一
般

F
Y
グ
労
働
者
組
織
化
の
過
程
ぞ
あ
っ
て
、
闘
争
に
導
か
れ
て
一
般
組
合
が
成
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
q

す
た
わ
ち
、
従
来
の
「
茶

運
搬
夫
組
合
」
(
叶
E

Q
ヌ
E
E
4
6
5
ι
c
g
R
E
Fち
CE目
叱

d
E
E
)
b
z中
根
と
し
て
、
新
し
く
「
F
ッ
グ
・
波
止
場
・
河
岸
沿
よ

び
一
般
労
働
者
相
合
」
(
円
Z
巴

R
F
J
E
L
H
F
E〈
再
白
身
自
由
。
g
日
巳

F
P
Z己
宮
古

d
E
E
え
の
自
主
出
向
日
E
=
E色
町
O
H
S
孟
)

が
結
成
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
ら
っ
て
数
多
く
の
新
組
合
が
ワ
く
ら
れ
た
。

雇
傭
の
実
施

新
し
く
成
立
し
た
-
般
労
働
者
組
合
は
ど
の
よ
う
&
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
目
的
、
機
構
、
運
営
に
つ
い
て
琴
祭
を
加
え
た
い
ロ

組
合
白
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
付
少
年
労
働
制
度
の
統
制
伺
現
行
下
請
制
度
の
廃
止
伺
雇
傭
時
聞
の
規
則
化
肘
最
低
四
時
間

日
開
職
業
利
益
の
防
衛
、
災
害
補
償
権
利
回
復
、
ス
ト
ラ
イ
キ
申
組
合
員
に
対
す
る
週
十
志
支
給
の
準
備
の
た
め
の
中
央

制
臨
時
労
働
左
ら
び
に
超
過
労
働
の
廃
止
倒
労
働
者
登
録
制
の
確
立

l
て
あ
る
同
特
に
第
七
項
は
重
要
で
あ
っ
て
、

基
金
の
確
立

組
合
冒
証
が
仕
事
継
続
の
基
本
的
保
障
と
な
り
、
組
合
の
基
礎
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。
第
五
項
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
そ
た
え
て
白
基
金
の

確
立
白
重
視
は
新
組
合
と
し
て
の
、
己
の
一
般
労
働
者
組
合
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

機
構
は
支
部
(
司
自
己
φ
、
地
区
委
員
会

3
5
E
口

B
E
R
m
?支
部
代
表
に
ま
ヮ
て
梓
成
)
、
代
表
者
協
議
会
(
ロ
白
星
害
児

E
目

立

各

支
部
代
表
二
名
で
構
成
、
中
央
執
行
署
員
九
名
の
佳
A
W
措
を
も
ワ
)
、
執
行
委
員
会
(
組
合
長
ハ
ト
ム
・
マ
ン

V
、
書
記
長
八
l
テ
4

レ
ヲ
ト

V
、
財

一
般
労
働
組
骨
申
成
立
過
程

第
七
十
九
巻

プ、

第

号



一
般
労
働
組
合
自
成
立
過
程

第
七
十
九
巻

プて
四

第
一
号

六
回

務
委
員
、
そ
り
他
校
貝
)
と
な
っ
て
い
た
。

組
合
財
政
は
加
入
金
二
志
六
片
、
組
合
費
週
二
片
他
に
一
季
毎
に
運
営
費
と
し
て
四
片
と
W
う
低
額
で
あ
っ
た
。

す
で
札
述
べ
た
と
ゐ
り
、
組
合
員
証
を
雇
傭
確
保
の
亘
要
な
条
件
た
b
し
め
た
こ
と
は
、
組
合
白
組
織
拡
大
の
点
て
特
に
有
利
て
あ

っ
た
。
紅
合
は
不
熟
練
労
働
者
に
限
ら
ず
、
労
働
者
の
階
層
に
お
い
て
も
産
業
部
門
に
お
い
℃
も
、
広
〈
門
戸
を
開
放
し
(
職
長
す
b
加

入
し
た
も
白
も
あ
ワ
た
が
、
多
〈
は
別
個
白
組
織
に
加
入
し
た
)
、
十
一
月
未
に
は
組
合
員
一
ニ
万
と
算
定
さ
れ
て
い
か
。
一
般
の
他
産
業
未
組
織

労
働
者
の
側
に
沿
い
て
も
、
彼
b
の
利
益
を
防
衛
す
る
機
関
と
し
て
、
己
の
設
立
さ
れ
た
ド
ッ
グ
白
一
般
組
合
と
ガ
旦
労
働
者
の
一
般

組
合
に
依
拠
し
よ
う
と
し
て
い
た
事
情
も
加
わ
り
急
速
た
拡
大
が
み

b
れ
た
。

と
と
ろ
で
、
己
の
一
般
労
働
者
組
合
の
基
本
的
性
格
は
旧
組
合
主
義
と
の
関
係
に
お
H
て
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

当
時
の
官
庁
報
告
は
「
己
の
組
合
ハ
ド
ッ
グ
白
一
般
労
働
者
組
合
〉
は
、
原
則
上
、
以
前
の
多
く
E
組
合
と
伏
し

τ具
、
b
な
い
。

国『

新

を車旺
み 合
る 主
己 義
と』
はと
難し
し τ
レ3の、

と z
々同、

具
性
で
な
く

従
来
白
他
白
組
合
と
本
質
上
金
く
異
る
も
白
と
し
て
い
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
左
い
の
か
、

そ
の
理
由

む
し
ろ
類
似
性
を
主
張
し
て
い
る

3

己
れ
に
対
し
て
、
結
成
当
時
、
そ
の
書
記
長
は

「
わ
れ
わ
れ
は
た
だ
一
つ
の
手
当
を
も
っ
。
モ
れ
は
ス
ト
ラ
イ
キ
手
当
て
あ
る
。
私
は
疾
病
、
失
業
な
ら
び
に
多
く
の
他
の
手
当
を
も

っ

τ
い
る
と
は
信
じ
て
い
な
い
」
と
述
ベ

τ
い
る
。
前
記
組
合
目
的
第
五
項
世
、
前
者
は
形
式
的
に
解
釈
し
、
後
者
は
実
質
的
な
点
を

強
調
し
て
述
べ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

労
働
組
合
白
原
則
的
な
点
の
一
つ
、
す
な
わ
ち
、
組
合
が
労
働
者
の
賃
金
な

b
び
に
諸
条
件
を
改
善
す
る
場
合
、
組
合
が
目
b
「労

一
般
労
働
者
組
合
も
従

来
と
具
ら
な
い
。
し
か
し
、
旧
組
合
は
己
れ
を
熟
練
工
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
ょ
に
立
っ
て
行
っ
た
に
対
し
、
一
般
労
働
者
組
合
が

働
力
市
場
に
お
け
る
労
働
力
の
需
給
調
整
」
を
行
う
己
と
に
よ
っ
て
モ
れ
を
追
求
し
て
い
く
と
い
う
点
て
は
、



不
熟
練
労
働
者
を
主
と
し
た
全
労
働
階
級
D
観
点
に
立
っ
た
点
は
具
っ
て
い
る
。
こ
の
相
異
は
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
判
断

白
基
準
は
、
そ
の
後
こ
白
組
合
が
現
実
に
と

D
I
う
に
運
営
さ
れ
、
機
能
し
て
い
っ
た
か
に
主
眼
点
を
わ
か
ね
ば
た
ら
な
い
。
「
運
動

は
1
iと
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
書
い
て
い
る
|

l
形
式
的
に
は
最
初
は
ト
レ
ー
ド
・
ユ
一
一
オ
ン
の
運
動
だ
が
古
い
ト
レ
ー
ド
・
ユ
Z

オ
y
熱

練
労
働
者
労
働
貴
族
の
そ
れ
と
は
全
仲
間
異
っ
て
い
る
o

こ
の
人
人
は
現
在
全
く
臭
っ
た
+
刀
法
ぜ
孜
々
と
し
て
努
ガ
し
、
透
か
に
落
大
左

大
衆
を
闘
争
に
ひ
き
入
れ
、
温
か
に
探
甚
に
桂
会
主
震
感
し
、
盗
か
に
進
歩
的
な
要
求
却
ち
八
時
間
労
働
制
、
一
切
の
組
織
の
総
連
合
、

完
全
な
る
連
帯
を
か
か
げ
て
い
る
」

ロ
ン
ド
ン
・
ス
ト
ラ
イ
キ
以
後
、
八
九
年
末
ま
て
に

F
ッ
ク
労
働
者
は
十
一
一
件
心
争
議
を
行
ヮ
て
い

5
点
か
ら
も
町
七
回
戦
闘
的
性
格

を
認
め
ダ
る
を
え
な
い
ぜ
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
面
、
ま
も
な
く
葬
儀
手
当
世
支
品
川
L
、
ま
た
多
く
の
一
支
部
が
疾
病
手
当
を
設
け
て
h
る

の
ぞ
あ
ム
o

寸
共
済
手
当
に
煩
わ
さ
れ
な
い
不
熟
練
労
働
者
白
攻
勢
的
職
業
団
体
」
の
基
礎
の
一
上
K
旧
組
合
主
義
機
能
の
一
部
品
ι
付
加

し
て
、
日
常
的
性
格
を
さ

b
に
強
め
ざ
る
を
え
右
か
ワ
た
。
当
時
の
組
合
に
つ
一
山
て
「
新
し
い
ド
よ
り
戦
闘
的
様
相
を
労
働
組
合
運
動
に

も
ち
己
ん
だ
。
そ
れ
ら
は
友
愛
組
合
手
当
よ
b
労
働
組
合
の
諸
目
的
を
強
調
し
か
」
(
傍
点
筆
者
)
と
当
時
の
一
般
組
合
白
性
柊
を
現
在

の
違
輸
・
一
般
組
合
が
述
べ
て
い
る
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

註

ω
マ
ル
タ
λ

・
資
本
論
、
長
各
部
訳
第
一
拍
車
第
四
分
冊
一
五
八
ペ
ー
ジ
。

ω
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
・
ス
t
一
フ
イ
キ
を
契
機
に
つ
〈
ら
れ
た
新
組
合
は
次
申
ょ
う
で
あ
る
。

F
m
己
再

F
耳
E
片
岡
、
同

5
E骨
里
民
凶
の
自
作
昆
]
唱
。

P
R口
E
o
s
-
F
m
Z旦
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自
】

F

E
。
h
E
o
F
E
a
m
E
O
自
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E
2乱
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円
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げ
《
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富
民
】
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唱
自
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邑
巴
E
E
a
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u
r
-
F
O
〉
旦
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自
民
旦

P
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H
b
H
ヨB
E
E島
区
。

-
E
E
g
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官
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R
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宮
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E
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E
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P
E
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弘
唱
ヨ

a
E
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E
R
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-
E
S
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〉
固
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m
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a
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4
4
E
n
H
〈
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E
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2
r
a
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F
a
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一
般
安
働
組
合
目
成
立
過
程

第
七
十
九
巻

六
六

葬

セナ

六
六

同
同
国
唱
。
込
自

F
o
m可
決
E
B
b
-宮
「
11

。
己
一
宮
。
同
日
∞
怠
・

MVEg・
参
照
。

川
明
日
回
目
F
E
Z
B
F・
4
・
0
F
Z。・

同
w

F出
吾
自
九
回

ZRHH・
4
・
0
F
可・

H
S
F唱
。
民
自

F
凶
器
H
W
g
E島
-EWる
5
5
0同
】
芭
。
・
切
口
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参
照
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紛

F
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vary4・0
F
Z
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参
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州

w

F
唱同門

B
R
r
o
m
H
F
E
B
E
a
r
-
。a
m
a
E
g
-
z
r

刷
出
自
司
戸
盟
由
目
♂
討
乱
。

C
E吉

Ew--vB・

ω
ェ
ン
d

ク
ル
ス
、
-
八
八
九
年
十
三
月
七
日
、
ゾ
ル
グ
宛
書
簡
。

川
仰
同
唱
。
昇
。
E
F
n
E
H
W
E
B
b
-
s
rー
。
長
。
ご
∞
沼
呂
町
白
内
HHMFσ-oH
参
照
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ω
m
E
H
H
4
目
白
型
車
E
O
J司号ず・

15何
回
目

8
4
a
叶
門
戸
骨
司
E
富
山
臼
臣
、
副
主
包
・

倒

E
E
4
目
h
w
E
E
Z
垣
島
y
o勺・

2FMM
出
恥
.

側
回
目
唱
。
呉
伯
W

口
倫
理
誌
と
当
2
r
a
m
-
E
5
5‘
d
H
n
d
E
F
E
君
。
件
目
色
目
。
z
m
s
h
E
5・
白
「

五

一
般
労
働
組
合
白
成
立
は
資
本
主
義
が
独
占
資
本
主
義
に
移
行
し
、
資
本
蓄
積
の
法
則
に
よ
っ
て
相
対
的
過
剰
人
口
主
大
量
に
生
み

だ
し
た
と
き
で
あ
る
。
ド
ッ
グ
の
一
般
労
働
組
令
は
停
滞
的
失
業
者
て
あ
る
ド
ッ
ク
不
熟
練
労
働
者
の
広
汎
な
存
在
を
前
提
に
形
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
も
と
工
り
一
般
労
働
組
合
は
一
産
業
乃
至
広
汎
な
諸
産
業
に
わ
た
る
不
熟
練
労
働
者
の
組
織
体
で
あ
る
が
、
成

立
に
あ
た
っ
て
は
、
特
定
業
種
の
不
熟
練
労
働
者
の
労
働
カ
市
場
り
存
在
が
前
提
と
な
担
、
そ
れ
を
中
核
と
し
て
広
〈
組
織
さ
れ
て
い

っ
た
己
と
が
注
目
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ド
ッ
ク
の
一
般
労
働
組
合
は
、
す
て
に
明
か
た
よ
う
に
、

一
八
八
九
年
の
ス
干
ラ
イ
キ
と
い
ろ
闘
争
過
程
を
通
じ
て
成
立
し
て
い
っ



た
。
闘
争
H
H組
織
化
の
深
い
連
関
性
が
明
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
闘
争
は
不
熟
練
労
働
者
に
主
体
が
あ
っ
た
。
彼
b
が
旧
組

合
の
限
界
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
新
し
い
組
合
組
織
、
機
能
を
現
実
化
し
た
。
と
同
時
に
、
適
確
な
指
導
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
な
け

れ
ば
左
ら
な
い
。
深
い
人
間
的
信
頼
の
上
に
た
ヮ
て
大
衆
と
指
導
者
は
結
合
し
て
い
た
。
指
導
者
は
当
時
生
れ
た
新
し
い
社
会
理
念
に

も
と
ず
き
、
対
資
本
の
闘
い
と
、
財
政
を
含
め
た
実
務
的
活
動
の
二
側
面
に
沿
い
て
適
確
な
指
導
主
与
え
、
大
衆
組
織
化
活
動
に
十
分

左
効
回
討
を
一
示
す
こ
と
が
ゼ
さ
た
の
で
あ
る
。

ロ

Y
F
Y
-
F
ッ
ク

-
A
ト
ラ
イ
キ
を
中
心
K
ド
ッ
ク
労
働
者
白
一
般
組
合
の
成
立
過
程
を
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
成

立
し
た
一
般
労
働
組
合
目
多
く
が
、
二
三
年
後
に
は
消
誠
し
、
他
方
、
運
輸
・
一
般
労
働
組
合
、
一
般
都
市
労
働
者
組
合
が
現
在
の
イ

ギ
ロ
ス
労
働
組
合
同
仲
て
優
位
を
占
め
て
い
る
と
い
う
事
態
は
、
一
般
労
働
組
合
の
成
立
後
の
問
題
と
し
て
、
当
然
に
あ
ら
た
め
て
検
討

さ
れ
を
け
れ
ば
た
ら
な
い
課
題
て
あ
る
。

一
般
労
働
組
合
の
成
立
過
程

第
七
十
九
巻
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七

第

号
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